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52ndConcertinodiKyoto
第52回コンチェルティーノデイキヨウト演奏会
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バッハ(井手章夫）フーガト短調

’

バッハ<井手章夫編）
小フーガト短調

コレルリ

合奏協奏曲作品6-g
ブﾚﾘｭｰ(ラルゴ)－フフルマンド(アレグロ)一ｸｰﾗﾝﾄ(づｨづｧｰﾁｪ)－
ガボット(アレグロ)一アダージオーﾒﾇｴｯﾄ(づｨづｧｰﾁｪ）

冒頭に呈示されるフレーズはとても有名。フレーズのインパクトが強いので－度
や二度しか耳にした事が無いの|こ、ずっと覚えているのだと思います。フーガとは
ひとつの主題を基|こ複数の旋律が後を追って展開する様式ですが、似たものである
カノンが「かえるの歌」のような同じ旋律の繰り返しであるのに対し、フーガはよ
り自由に異なった旋律も登場してきます。そのため音楽の奥行きがぐんと広がるの
です。なお、この曲が「小フーガ」と呼ばれるのは、同じ調の『幻想曲とフーガB
WV542』の「ト短調の大フーガ」と区別するためだといわれています。編曲者の
井手章夫は当団の初代指揮者。

Vnsolo渡辺絵美理･高岡舞VcsoIo中野優香

ロッシーニ
弦楽のためのソナタ第2番

コレルリ 合奏協奏曲作品6-9
コレルリはバロック中期のヴァイオリニスト・作曲家です。少年時代|こボローニ

ャでヴァイオリンを学び､17歳のとき|こは音楽協会の会員と認められました。この
音楽協会はずいぶん権威のあるもので､栄誉ある会員になれるのは20歳以上が原則
でした。例外的に10代で入会が認められたのは長い歴史のなかでもたった二例で、
その初ケースがコレルリ、そしてもう一人は､100年ほど後の少年作曲家・モーツ
ァルト､当時14歳1でした。 もう一つ忘れてはならないのは､コレルリが活躍した
17世紀末というのはストラデイヴァリウスほかの名工たちが､すばらしいヴァイオ
リンを製作するようになった時代だったことです。天才的楽器製作者たちがヴァイ
オリンという楽器をかつてない美しい音色の楽器へと完成していく時代|zあって、
ヴァイオリニスト・作曲家として輝かしいイタリアヴァイオリン音楽の歴史を切り
開いたのがコレルリなのです。

ｱレグローアンダンテーアレグロ

ヴィヴァルディ

ヴァイオリン協奏曲｢調禾□の霊感｣作品S第12番
アレグローラルゴーアレグロ

Vnsolo井狩苑子

ラモー

「6声のコンセール」第6番
めんどり一メヌエットーエンハーモニクージプシー風

ロツシー－ 弦楽のためのソナタ第2番
ロッシーニは大変人気のあったオペラ作曲家で、 19年間にSg曲、特|こ1812年
から18年の7年間に27作という超ハイペースでオペラを書きました。名実ともに
偉大な作曲家と見られていたロッシーニは1829年最高傑作、歌劇「ウイリアム．
テル」をパリで初演し成功を収めます。ところがこの直後、突如音楽界からの弓|退
を発表したのです。この時まだS7歳、とても隠居するような年齢ではありません
。残るSg年の人生の間、ピアノ小品や歌曲、若干の宗教曲などを思い出したよう
に書いた程度で、二度とオペラに手を染めることはありませんでした。－体なぜ、
人生の半ばで作曲家としての栄光を放棄してしまったのでしょう？それは、楽才が
枯渇したからでも、怠け者だったからでも、色恋沙汰からでも、病気からでもあり
ません。何と、料理|こ没頭し高級レストランを開き、豚を飼育するためだったので
す。

「弦楽のためのソナタ集」は12歳の時の作品で、ヴァイオリン2、チェロ、コ
ントラバスという変わった編成は、ヴィオラをあえて使わなかったのか、高音部と
低音部との対比をつけたかったのか、たまたま演奏できるメンバ一にあった四重奏
編成がこれしかなかったのかはよくわからないないのです。ただ編成のおかげなの
か、 2台のヴァイオリンの活躍は技巧的であって華やかです。チェロとコントラバ
スはそれぞれ独立した声部を与えていて、チェロは高音部での自由性が生まれ、内
声部を埋める役割を担うことが出来、コントラバスはしっかりと低音を支えながら
、ヴァイオリンやチエロと対等|こ独立して活躍する部分も作ってい談す。

指揮江材孝哉
才能教育研究会京都支部の最上級生で槙成される弦楽合審団で、
昭和S4年の結成以来年1回の定期漬轡令を開値し､また卒業演場
合において伴審を担当｡過去にモーリス･ソﾔﾝドﾛﾝ(Vc)ルイ･モイーズ（
R)ﾌｪﾘｯｸｽ。アーヨ(Vn)といった演番家と共演してきた。

ノチェルフーーノ キョウ

Violin 井狩苑子福永祥子渡辺絵美理
村山直三召田大季高岡舞
佐々木めぐみ佐々木弓ﾑ明

violq 江材美由紀仲佐II免子

Violoncello中野優香森田健二

ContrqbqSS赤紘美幸

Cernbulo 永田悦子
一 ー 四一



ヴイヴァルデイ協奏曲｢調和の霊感｣作品s第12番
ヴイヴァルデイはその生涯|こ500曲余りの協奏曲、 70曲以上のソナタ、約45曲の
オペラ､それ|こオラトリオ、ミサ曲、モテットなどの宗教音楽を残しましたが、オ
ペラ|zついては今日ではほとんど演奏されることがありません。宗教曲にも面白い
作品はありますが、ヴイヴァルデイの作曲活動の中ﾉら的な位置を占めるのは、やは
り500曲以上残された協奏曲であると言えるでしょう。残された協奏曲のうちSOO
曲余りはソロ・コンチェルトで、中でもヴァイオリン協奏曲が220曲余りと大部分
を占めています。ヴイヴァルデイも最初はコレッリの伝統を受け継いだトリオ・ソ
ナタや合奏協奏曲を作曲していたのですが、まもなく、ひとつの楽器に独奏させる
ソロ・コンチェルトを主|z作曲するようになりました。
1711年に出版された協奏曲集く調和の霊感>op.Sでは、まだ合奏協奏曲とソロ
・コンチェルトが混在しています。一般的な急一緩一急のS楽章からなっています

。 S楽章形式の協奏曲は、 トレッリ(1658-17O9)が最初の作例だと思われますが
、実質的な完成はヴイヴァルデイ|こよって行われました。この形式はヴイヴァルデ
イの作品を通じて、イタリアのみならずヨーロッパ全体|z広がって、後の時代|こ受
け継がれて行くことになります。また、速いテンポの楽章ではリトルネッロ形式が
用いられ、 トウツテイ （総奏）の演奏する主題がソロ（独奏）を挟んで、調を変え
ながら何度も繰り返し演奏されます。総奏をT、ソロをSとすると、 T－S－T－
S－T－S－Tの形で展開されて行くのが基本的な形でした。これも原型はトレッ
リの作品にありますが、最も効果的|こ使用した作曲家はヴイヴァルデイであり、彼
の完成させたリトルネッロ形式もまた、後の時代の協奏曲の基本的な技法のひとつ
となって行きました。

ラモー 「6声のコンセール」第6番
フランス東部の町ディジョン|こ生まれ、 1722年からパリで活動した、フランス後
期バロック最大の音楽家です。 17世紀のリュリによる伝統的な荘重な様式にイタ
リア的な'l央活な様式を取り入れて、伝統的なフランス音楽と先進的なイタリア音楽
の調和に努めた作曲家でありました。フランス各地で教会オルガニストや音楽教師
として過ごした前半生|こはいくつかのクラブサン曲（クラブサンはチェンバロのフ
ランス名）と音楽理論薑を出版しただけでしたが、 50歳の時|こ初めて作曲したオ
ペラが好評で、その後次々と発表したオペラにより名声を得ると、 60歳を過ぎて
からルイ15世の宮廷作曲家に任ぜられ、フランス音楽界の第一人者としての地位
を確立しました。しかし、その斬新なスタイルは、保守派の抵抗に遭い剣を身につ
けて歩かねばならなかかったと言われています。
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